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1. 中国保険業におけるWTO加盟前後の変化について考察し、
保険業の発展にどのような影響を与えたのかを検証する。

2. 中国保険業における市場開放プロセスを辿り、それに伴う段

階的な規制緩和を評価し、その位置づけを明らかにする。

3. WTO加盟による中国保険業の市場構造の変化を考察し、そ
の影響を示すとともに、中国保険業の発展段階における問

題とは何かについて論じる。

4. 中国保険業の構造的変化と消費者利益保護の観点から、
WTO加盟を評価し、諸課題を提示する。
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１．中国保険業の現状

２．中国保険業における市場開放とWTO加盟プロセス

３．中国保険業におけるWTO加盟と市場構造の変化

４．中国保険業におけるWTO加盟の意義と評価
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中国保険業の成長要因

I.持続的な経済成長

II.保険産業の保護育成政策

III.WTO加盟による市場開放の加速

IV.保険会社の企業努力と競争激化

V.都市化の進行とライフスタイルの変化

VI.国民の個人所得の増加と潜在的保険ニーズの高まり
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5出典 ： IMF - World Economic Outlook(2011年4月版)



6出典：「中国保険年鑑」各年度版より作成



7
出典：塔林図雅（2011）p.237より



2.1 WTO加盟の目的
（１）改革開放の推進
ＷＴＯ議定書は中国が目指す改革開放の新段階のロードマップに当たり、新たなステップ
を踏んだことの証明として位置づけられる。

（２）対外開放の加速（国際化）
中国がWTOに加盟をきっかけに、対外開放や国内改革の加速に、国際化、市場化、法制
化、この3点に貢献できることが期待される。

（３）国内改革の加速（市場化、法制化）
中国がWTOに加盟する際の約束は大きく三つに要約される。
①財市場とサービス市場の開放を含む市場開放に関するものである。
②WTO加盟後の輸出に関する約束である。それには輸出保護手段と輸出商品の国外での待
遇が含まれている。
③以上の約束の実行を保証するための体制に関する約束である。この約束の対象は広く､国民
待遇､透明性、貿易制度の統一的実施、司法査定、対外貿易の権利､輸出入許可の順序、価格
の国家による策定の規定の実行、標準と技術法定なども含まれている。

 WTO加盟は、中国の世界経済との一体化を促し、自由競争の市場経済原理が働く市場メカ
ニズムに転換することによって、国策である「改革開放」の実現が目的とされている。また、世界
貿易機構の原則は「公平な競争」と「選択の自由」であり、WTO加盟は中国の経済発展と社会的
な進歩を促進することに非常に有利である。
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2.2 WTO加盟による段階的な市場開放と 中国保険業
（１）WTO加盟以前の中国保険業（1980～2000）： 国内環境整備期

 保険業の再開
①改革開放と市場開放政策

②中国人民保険公司の市場独占状態の打開

③保険会社形態の多様化

 市場経済システムに適用する監督体制、経営体制の確立
①初めての「保険法」の施行
②生損保の分割経営
③保険監督管理委員会の設立
④外資系保険会社の市場参入

経営環境の大転換（社会主義計画経済 ―>社会主義商品経済―>社会主義
市場経済体制の確立）、現代保険制度の初歩的な確立による保険会社の「自助
意識」の向上
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2.2 WTO加盟による段階的な市場開放と 中国保険業

（２）WTO加盟以後の中国保険業（２００１～）： 段階的な開放、競争環境の整備期

①外資系保険会社の市場参入ラッシュ
②大手3社の株式会社化
③中国資本保険会社の新規参入活発化、ローカル保険会社の台頭
④規制緩和の進展
（資産運用の規制緩和、商品規制の緩和、価格規制の緩和）

⑤競争の多元化・複雑化

地域間格差の拡大と条件付き自由競争の激化
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外資系
企業の
進出形態

開放地域の拡大と
制限撤廃

保険業務の
規制緩和

法的出再保険制度の
規制緩和

2001年
12月

合弁会社
方式、
出資比率
は50%まで
（パート
ナーは選
択自由）

上海、広州、
大連、深セン、
仏山

個人向け生命保
険の販売解禁

個人及び健康保険の10%を、
指定の中国再保険会社で出
再保険をしなければならない。

2004年
12月
まで

北京、成都、重慶、
福州、蘇州、アモ
イ、寧波、瀋陽、武

漢、天津

個人及び健康保険の5%を、指
定の中国再保険会社で出再
保険をしなければならない。

2006年
12月
まで

地域制限を撤廃
（ただし、省単位別
免許制）

個人向け健康保
険、年金保険、団
体保険の解禁

再保険の法定比例を取り消す。

11出典：WTO中国加盟協定書と関連新聞報道により作成



外資系
企業の
進出形態

開放地域の拡大と
制限撤廃

保険業務の
規制緩和

法的出再保険制度の
規制緩和

2001年
12月

支 店

あるいは
出資比率
が51%まで

上海、広州、大連、
深セン、仏山

地域制限のないマ
スター保険契約が
可能。国外企業、
在中国外資系企
業向け業務

非生命保険の10%を、指定
の中国再保険会社で出再保
険をしなければならない

2004年
12月
まで

支店ある
いは50%
の単独出
資の子会
社方式。
（2007年
から現地
法人の設
置が認可
された）

北京、成都、重慶、
福州、蘇州、アモイ、
寧波、瀋陽、武漢、
天津

国内外の顧客に
全 範 囲 の 保 険
サービスの提供が
可能に

非生命保険の5%を、指定の
中国再保険会社で出再保険
をしなければならない。

2006年
12月
まで

地域制限を撤廃
（ただし、省単位別
免許制）

再保険の法定比例を取り消
す。

12出典：WTO中国加盟協定書と関連新聞報道により作成
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今後の動向
① アメリカ発サブプライムローンを発端とする世界同時発金融危機後
の対応と進展

② 保険会社と消費者両方にとって、公平な競争環境整備の要請
③ 市場撤退に伴う業界再編の動向
④ 「銀行保険」から本格的な保険と銀行の融合傾向が加速



 2002年 「外資系保険会社管理条例」施行
 2002年 「保険法」の第1次改正
 2003年 大手保険会社の海外上場
 2004年 地域制限の解除
 2006年 「国10条」の公布、強制自動車責任保険

制度発足
 2007年 WTO加盟による全面（ただし、条件付き）

開放元年
 2008年 強制自動車責任保険制度改正
 2009年 「保険法」の第2次改正

14



3.1 中国資本と外資系保険会社間の市場競争の激化
 経済発展の早い東部沿岸地域
 先進的な保険ノウハウ/技術の移行
3.2 中国国内保険会社間の市場競争の激化
 全国規模での競争激化

 マーケット戦略の個性化
 地域密着型の中小保険会社の出現

3.3 保険商品及び販売チャネルの多様化
 消費者の保険ニーズの高まりと保険意識の変化

 自己責任時代の到来と販売チャネル改革
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出所）中国保険監督管理委員会HP より作成
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出所）中国保険監督管理委員会HP より作成
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Ⅰ．定義：生命保険損害保険にかかわらず、外国保険企業の
資本参加による出資比率が25%以上である保険企業を
外資系保険企業という。

Ⅱ. 中国市場参入形態
①合弁会社方式（生保は50%まで、損保は51%まで）
②資本参加（出資比率が25%以下）
③現地法人（損保のみ）
Ⅲ. 市場戦略
①東部沿岸地域中心の戦略
②ターゲット市場の開拓、特化型販売の重視
③資本参加による間接的な市場コントロール力の強化
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（１）WTO加盟後、中国保険市場の集中化が縮小し、寡占・競
争市場へシフトしつつある。ただし、大手3社の合計市場占有
率が減少しているものの、依然高いレベルにある。
（２）外資系保険会社は急速な成長を遂げている。ただ、中国保
険市場の規模拡大が急速に進んでいる中、全体的な市場占
有率が低いものの、間接的な市場コントロール力が高まって
いる。
（３）保険商品および販売チャネルの多様化が進んでおり、生命
保険主力商品は有配当保険、投資連結保険、万能保険であ
る。それに伴って、保険会社のマーケット戦略が個別化して
いる。
（４）地域経済格差・所得格差を背景とする保険格差が広がりを
みせており、中国保険市場における地域特性が顕著になっ
てきた。東部沿岸地域における大手と外資系保険会社の競
争激化および中西部地域における大手と中小保険会社の競
争激化の構図が出来上がっており、その範囲が徐々に広が
る傾向にある。
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4.1 消費者利益とWTO加盟の意義
（１）保険自由化と消費者利益
現時点の保険自由化は不完全なものであり、さらなる規制緩和が
求められる。販売チャネルの多様化、保険商品の多様化が消費者
の保険アクセスの利便性を向上させたものの、消費者利益増進がさ
らに求められる。最終的には、消費者の最適な保険利用を実現する
ことが保険自由化の根本的な意義である。
（２）WTO加盟が消費者利益の向上実現に繋がったのか。中国保険業
におけるWTO加盟による市場開放政策の主な目的は、国内保険会
社の保護育成であり、消費者本位の市場開放ではない。しかし、保
険システムの高度化・健全化が進むことによって、消費者利益が向
上することが望まれる。
（３）消費者利益保護の観点から、今後WTO加盟の目的である市場
化・法制化・国際化をさらに推進すべきであり、保険会社の市場規律
遵守を徹底することが要請される。
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4.2 WTO加盟の評価と展望
（１）中国保険市場における市場開放は、WTO加盟で表現できる。

WTO加盟以前の一連の制度改革によって、現代的保険制度が
導入された。それは、対国内市場の開放でもあった。
（２） WTO加盟以降、先進地域における外資系保険会社が強靭な
市場浸透力をみせている。中国資本の保険会社への競争圧力が
高まり、市場競争が激化している。
（３）外資系保険会社からの先進保険技術・ノウハウの移転が進ん
でおり、消費者の保険選択の裾が広がっている。しかし、それは
経済発展レベルの高い地域が中心であり、今後保険政策による
市場参入規制の緩和と保険普及を促進する優遇策が求められる。
（４）中国保険市場はまだ未熟な市場であり、様々な問題が露呈して
いる。今後競争激化ならびに市場撤退の影響による消費者利益
保護のため、セーフティネットの強化が必要であり、健全な保険シ
ステムの構築が要請される。
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